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要 約

新川支流の古川が形成した沖積地に立地する弥生時代後期を主体と

結果、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土器棺墓、土坑、溝状遺構、河

今回報告する地区は、住居跡や建物跡が多数分布する地区 (Ⅶ 区)と 、

(Ⅸ 区)である。
32棟、土坑 64基、溝状遺構 45条等を検出した。これらの遺構は多

区では弥生時代後期等の溝状遺構 7条、河川跡 2条 を検出した。
から復元したものが多く、掘り方をとどめたものは少ない。また、

を伴うものが多い。出土遺物と住居跡分布を検討し、一定期間に遺

住居群を抽出した。また、床面積 30ぶ以上を有する掘立柱建物跡が
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位となる。
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